
組織化の

過程 

P (個人＝NPP) ◆動機→発意 

 

G (仲間・集団＝NPG) 

◆呼びかけ→参加 

Ｏ （団体＝ＮＰＯ） 

◆責任ある参加 

Ｃ （法人＝ＮＰＣ） 

◆制度的保証 

 導入過程 育成過程※プレ・インキュベーション期 成長過程※メイン・インキュベーション期  

解決策 

人
材
に
関
す
る
こ
と 

発
意
・
呼
び
か
け
や
参
加 

●はじめたくても、 

どうしたらいいのかわからない… 

・方法がわからない… 

・仲間作りをする場がない 

●参加したくても、 

市民活動団体の事がわからない… 

・どんな活動かあるの？ 

・どんな団体があるの？ 

・どんな参加ができるの？ 

・自分に合う団体は？ 

●仲間を作りたくても、 

呼びかけられない… 

・思いをまとめられない… 

・呼びかけられない… 

・簡潔に伝えられない 

・共感を生めない 

●新規人材の募集がうまくできない 

・役割を明示できない 

・ニーズを知らない 

・共感を生めない 

 

 

●専門家に協力してもらえない 

・税理士、弁護士、中小企業診断士な

どの士業関係 

・事業に直接関係する専門家 

 

 

 

 

 

 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク 

●続けたくても、 

続けられない… 

・時間の確保が難しい… 

・する事が多すぎて 

スタッフが疲れている 

・継続していくエネルギーがない 

・専門性を身につける機会や時間が不

足して… 

●チーム（目的共同体）にできない 

●情報共有がうまくいかない 

・PC が使えない 

・コミュニケートの仕方がわからない 

●会議がうまくいかない 

・合意形成ができない 

・意志決定ができない 

●ルールとロールが生まれない 

・基本的な組織構造ができない 

●ルールとロール 

役割分担の深化が進まない 

◎運営スタッフ 

・会計や運営事務 

・組織運営や経営 

◎事業スタッフ 

・事業実施スタッフ責任者 

・事業スタッフ（ボランティア） 

 

★相談・助言・紹介★【交流・ネットワーキング・活動相談】 

★当事者、関心のある人による交流会や勉強会の開催 

★活動相談対応 

★経験者・専門家など、必要な人・組織の紹介 

★団体情報の見える化★【情報の収集・編集・提供・発信機能】 

★NPO 団体情報のデータベース化→提供 

（倉敷市市民公益団体検索サイト）※判断材料にならない 

全国の核組織などモデルや上位団体になれる団体情報も！ 

★地域人材との出会いの場（マッチング・コーディネート） 

・NPO 活動紹介と市民の合同お見合い(ボランティア相談会) 

★活動情報の見える化★情報の収集・編集・提供・発信機能】 

★ＮＰＯ活動情報の基本を情報提供 

・ポイントのＱ＆Ａやブックレット、ワークツールの提供・書籍の紹介、 

★活動の基本スキルの学習の場や機会★ 

・勉強会・研究会、講座の提供など 

・会議の仕方、使命の作り方、組織の作り方、事業の選び方 etc… 

★人材のコーディネート★【交流・ネットワーキング・活動相談】 

★活動したい人を団体へ紹介する、ボランティアコーディネート 

・シニア人材、学生の導入サポート 

★学生インターンシップ 

 

企
画
・
計
画 

●市民活動の基本知識がない 

・使える施設や設備がわからない 

・どう進めていいのかわからない 

●活動を、具体化できない… 

・合意形成できない 

・焦点を絞り込めない 

・やりたい事しか考えられない… 

・調べられない 

●ニーズに応える事業ができない 

◎計画がつくれない 

・事業計画がつくれない 

・年間計画がつくれない 

・資金計画がつくれない 

◎調べられない… 

・ニーズが調べられない… 

 ●事業化できる部分はイノベーション（？） 

→事業計画のモデル計画が欲しい 

★活動情報の見える化★情報の収集・編集・提供・発信機能】 

★ＮＰＯ活動情報の基本を情報提供 

・ポイントのＱ＆Ａやブックレット、ワークツールの提供・書籍の紹介、 

★活動の基本スキルの学習の場や機会★ 

・勉強会・研究会、講座の提供など 

・事業計画の作り方、収益事業の企画の仕方、助成金活用 etc… 

事
業
開
発
に
関
す
る
こ
と 

実
施
・
評
価
・
改
善 

 ●実施できない… 

・ノウハウがない… 

・人材が足りない… 

・資金・物資が足りない… 

 

◎実施体制がつくれない… 

・人材の調達と配置ができない… 

⇒仕事が集中、進まない、続かない 

・物資や資金の調達ができない… 

◎事業ノウハウを蓄積できない… 

・業務管理や評価ができていない 

◎資金調達できない… 

◎専門的知識が足りない… 

●事業の安定供給ができない… 

・スタッフの拡充が進まない… 

・ノウハウの共有ができない… 

・スタッフの育成が進まない… 

・マーケティングできない… 

・質の向上が進まない… 

・事業の対価が取れない… 

→収益事業化が進まない… 

 



 
組織化の

過程 

P (個人＝NPP) ◆動機→発意 

 

G (仲間・集団＝NPG) 

◆呼びかけ→参加 

Ｏ （団体＝ＮＰＯ） 

◆責任ある参加 

Ｃ （法人＝ＮＰＣ） 

◆制度的保証 
解決策 

 導入過程 育成過程※プレ・インキュベーション期 成長過程※メイン・インキュベーション期   

ス
タ
ッ
フ
育
成 

  

 

 

●スタッフの育成 

・仕事を担うスタッフ育成が出来ない 

・無償スタッフと有償スタッフ 

・事務局の役割分担 

●ボランティアが活用ができない 

・企画→募集→研修→活用→感謝 

・グループリーダーが育たない 

●人材が育てたくても、 

研修ノウハウがない… 

◎スタッフ研修ができない… 

・価値感（判断根拠）の共有が… 

・スキルや知識が身につかない… 

◎理事研修ができない… 

・理事の役割がわからない 

・組織運営の専門性が身につかない 

人
材
開
発
に
関
す
る
こ
と 職

員
雇
用 

●就職→継続 

・労働環境が厳しくて… 

・経営状態が悪くて… 

 ●有給職員を活用できない… 

・有償スタッフを導入できない… 

・無償と有償の線引きができない… 

・非常勤職員を見つけられない… 

●スタッフの雇用ができない 

・報酬と資金繰り 

◎非常勤スタッフ 

◎常勤スタッフ 

・就職先として選択肢に 

★人材の育成サポート★ 

【協働 Co、マネジメント研修・講師派遣・経営相談】 

★スタッフの合同研修会、研修の相互提供、 

★研修開発サポート・コンサルティング・講師派遣 

★相談・助言・紹介★【交流・ネットワーキング・活動相談】 

★ボランティアやスタッフへのケア・サポート、相談対応 

★団体へのボランティアマネジメントへの相談対応や情報提供 

★地域資源の見える化★【交流・ネットワーキング・活動相談】 

★地域人材のデータベース化 

★SNS によるコミュニティとコミュニケーション 

●大学のインターンシップの拡充 

組
織
使
命
の
明
確
化
と
方
針
・
戦
略
策
定 

 ●組織の方向性 

・ボランティアと事業体の壁 

・共益活動と公益活動 

 

 

●ミッション＆ビジョン＆事業づくり 

・目的＞目標＞事業 

・使命の具体化や明確化、合意形成、

全体での共有 

●組織イメージ（適正規模は？） 

・どの程度の規模の組織？ 

↓ ↑ 

●事業イメージ 

・どの程度の事業が必要か？ 

 ＝ニーズの総量把握 

●法人化の見きわめ 

・どの法人制度で？ 

・どのタイミングで？ 

●中期戦略がつくれない 

・活動の長期計画化と継続 

・事業開発と組織開発のスパイラル化 

・ミッションの維持 

（手段を目的にしない） 

・政策提言に向けて 

 

●NPO マネジメント研修 

 

組
織
開
発
に
関
す
る
こ
と 

経
営
体
制
の
強
化 

 ●意志決定機関の設置 

・どこで、何を、どのように？決めるか 

・責任と権限の明確化（分権） 

●執行部（事務局や事業部）と 

運営・経営陣の分化 

・役割の分化や分権が進まない 

・組織内の力関係のバランス 

（代表とスタッフ） 

●理事会の経営力の強化 

・中長期戦略の立案 

・事務局長・事務局の業績評価と、 

事務局長（ＣＥＯ）の選任 

・資金調達 

 



 
組織化の

過程 

P (個人＝NPP) ◆動機→発意 

 

G (仲間・集団＝NPG) 

◆呼びかけ→参加 

Ｏ （団体＝ＮＰＯ） 

◆責任ある参加 

Ｃ （法人＝ＮＰＣ） 

◆制度的保証 

 導入過程 育成過程※プレ・インキュベーション期 成長過程※メイン・インキュベーション期  

解決策 

情
報
の
発
信
と
提
案 

●仲間に出会う機会や場がない ●呼びかけがうまくできない 

 

●広報・広告としての情報発信 

募集のチカラが足りなくて… 

・担い手・協力者・支援者の募集… 

・受益者の募集… 

◎会員への情報提供 

・会員への情報提供（共有）… 

●広報と提案戦略 

◎広報・広告戦略としての情報発信 

◎世論形成としての情報発信 

●提案・提言できない 

情
報
の
収
集 

 ●活動に使える情報が不足して… 

・活動に使える施設や設備の情報 

・助成金・補助金などの情報 

・モデルにできる活動の事例 

・同じ分野や種類の活動の情報 

●資源調達としての情報収集 

・手法・情報のありかを知らない 

・ネットワークがない 

・情報が集約されていない… 

●調査できない… 

・ 

 

★活動情報の見える化★情報の収集・編集・提供・発信機能】 

★ＮＰＯ活動情報の基本を情報提供 

・ポイントのＱ＆Ａやブックレット、ワークツールの提供・書籍の紹介、 

★活動の基本スキルの学習の場や機会★ 

・勉強会・研究会、講座の提供など 

・広報・広告の基礎、提案戦略、調査・研究、提言づくり etc… 

団
体
の
情
報
開
示 

 ●趣旨や思いを伝えられない 

 

●信用創造としての情報開示 

（発信と公開） 

◎手法を知らない… 

・事業報告書・決算書、計画書、予算

書（成果を明示できない…） 

・日々の活動の様子やエピソードが伝

えられない…（共感を呼べない…） 

●中期目標を公開 ★団体情報の見える化★【情報の収集・編集・提供・発信機能】 

★NPO 団体情報のデータベース化→提供 

（倉敷市市民公益団体検索サイト）※判断材料にならない 

★NPO の情報を収集→編集→発信 

・倉敷 NPO 通信、分野別 NPO 通信、新聞への定期コラム、ラジオや

TV での NPO 情報番組、 

ＮＰＯと ●交流や出会いの場 

・仲間に出会い、つなが

る場や機会がなくて… 

●NPO とのネットワーク 

=場や機会、活動や組織 

◎同分野のネットワーク 

◎同規模・同組織タイプ＝同様の課題

を持つ団体のネットワーク 

◎NPO 全体のネットワーク 

●NPO とのパートナーシップ 

◎ネットワーキングできる具体的な 

事業を提案できない… 

◎相手の事を深く知らない 

地 縁 組 織

と 

 ●地縁組織とのネットワーク ●地縁組織とのパートナーシップ 

企業と  ●企業とのネットワーク 

◎参加する機会の提供 

◎地域の未来を一緒に考える場 

●企業とのパートナーシップ 

◎思いのある地域の企業と一緒に

事業を実施 

行政と  

●他の組織や機関… 

・他の組織や機関の事を知らない… 

・どう連携・協力したらいいのかわから

ない… 

●実績・信用がない… 

・活動実績が無いことが壁に… 

・お願いに行っても話を聞いてくれな

い。門前払い 

 

●行政とのネットワーク 

・ 

●行政とのパートナーシップ 

◎協働を進めるにしても… 

・協働の事例やガイドがなくて… 

情
報
に
関
す
る
こ
と 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ 

 

複数で     

★交流・接点づくりの場・機会 

★NPO のネットワーク組織の設立 

・包括的なネットワーク組織、分野別ネットワーク、テーマ別ネットワー

ク（単独もしくは部会）で活動ができ、NPO 同士の連携を進める 

★中間支援組織の設立 

・縦割りの NPO 同士、行政や企業など多セクターを横断的につなぎコ

ーディネートするセンター的な組織 

★コミュニティーオーガナイザー制度の導入※ 

★行政の信用力を NPO のために提供する 

・企業や企業 OB と市民活動への接点をつくる 

★行政とＮＰＯの役割分担の明確化、ＮＰＯの自律と自立を尊重 

★協働プラットフォームとしての協働会の常設化 

・市民活動促進委員会、協働推進委員会、など？テーマ別 

★成果・結果の優良者の表彰 

★地域課題の協議の場 

・行政、地域、団体が同じ場所で話し合う場として、行政の各種計画

策定へ多様な市民の参加を進める↓↓↓ 

●市民参加の制度化 

・関係者が同じテーブルに座れるシステムへ 



 
組織化の

過程 

P (個人＝NPP) ◆動機→発意 

 

G (仲間・集団＝NPG) 

◆呼びかけ→参加 

Ｏ （団体＝ＮＰＯ） 

◆責任ある参加 

Ｃ （法人＝ＮＰＣ） 

◆制度的保証 
解決策 

 導入過程 育成過程※プレ・インキュベーション期 成長過程※メイン・インキュベーション期   

資
金
に
関
す
る
こ
と 

 

●あるお金ですれば困らない ●資金調達の基礎知識がなくて… 

・活動資金が不足 

・運営資金の確保が難しい 

・補助金・助成金の活用は？ 

・会費収入、どう増やす？ 

・寄付金収入、どう増やす？ 

・事業収入、どう増やす？ 

●資金調達のノウハウがなくて… 

・事業収益を上げられない 

・受益者負担をあげられない 

（そもそも取る事ができない） 

・助成金の活用ノウハウ 

（事業計画の確かさや実施能力の信

頼性を上げる） 

●安定的資金の確保が進まない… 
●人件費を計上できない助成金や事

業が多い 

●運営（組織基盤強化）に使える助成

金が少ない 

●税の減免・優遇施策がなくて… 

●融資が受けにくくて… 
●報酬と資金繰りが難しい… 

 

●資金調達の方法を学び、実践していく場や機会 

・ファンドレイジング講座やブックレット、相談会、勉強会・研究会など 

・会費や寄付金などの安定的資金源の開発をテーマに 

・会費を元に寄付金を集める方法をテーマに、（？） 

・助成金を活用し、依存しない方法をテーマに 

★地域資源の仲介★ 【地域資源（資金・物品等）開発・仲介】 

★サポートファンド（基金）の設置 

・縦割りでない資金の必要性 

・NPO・市民活動に対しての行政資金 

・中間支援組織が行政資金などをまとめてくれたらいいのに 

・行政に、ＮＰＯ支援資金（ファンド）を作る 

・ＮＰＯ支援用、倉敷市債の発行（非課税） 

★サポートファンドの設立プロジェクトを 

・行政、企業、市民、ＮＰＯなどが協働で 

★低利子による貸し付け 

★人材育成に使える資金提供 

物
資
・
施
設
に
関
す
る
事 

 

  ●物品の管理場所がない… 

●事務所（拠点）の確保ができない… 

●連絡先が確保できない… 

● 

●拠点施設を確保できない… ★ＮＰＯへ行政の資産移転（アセット） 

・遊休施設の移転、 

★物資・施設の共有サービス 

・共有できるサービス・物品機能を中間支援 

⇒経費の節約＋つながり（支え）合うことも出来る 

・共同事務所、カーシェアリング、倉庫のシェア、物品レンタルｅｔｃ… 

★共同購入ステム 

・必要な備品・所望品を安く購入・手配できれば… 

行
政
制
度
や
施
策
に
関
す
る

こ
と 

 

●市民参加が制度化されていない 

・市民参加促進条例などのルール 

・市民参加についてのガイドライン 

・ 

●団体の支援が縦割りになっていて、

担当課のない団体は支援を受けに

くい 

●自立をめざして資金調達を進める

には、理解不足や制約が多い 

・受益者負担のガイドラインがないの

で、担当者の思い込みで指導される 

●自律的な活動を目指しているのに、

補助金や登録制度による担当課の

囲い込まれる 

・縦割りの補助金、団体登録制度 

●市民企画提案事業の制度設計が… 

・助成のみへの対応で、協働事業とし

て委託事業にしていけない… 

・適切な人件費の計上が認められない

ので応募できない… 

★行政支援の重複をアンケートにより可視化 

・補助金や助成金⇒縦割りでない行政資金の提供 

・施設・設備の提供⇒目的外使用の弾力的な運用など 

★行政の情報公開を進める 

・ 

社
会 

 

●社会からの認知が不足 

・一般市民の「やろう」という意識付け 

・行政からの認知が足りない 

・企業の認知が不足 

    



 

 場所・施設・機材等の提供 情報の収集・編集・提供・発信機能 交流・ネットワーキング・活動相談 協働コーディネーター 

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修・講師派遣・経営相談 

地域資源（資金・物品等）開発・仲介 

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ・ｼﾝｸﾀﾝｸ機能 

アドボカシー・政策提言 

●行政の信用力で後方支援 

・場をつくる 

・他のセクターをつなぐ 

・ 

 

 

●情報交換・交流→ネットワーキング

を生むしかけやしくみ 

◎市民が出会い、つながる場や機会

がなくて… 

◎地域人材・組織との出会いの場 

・市民活動見本市 

・ボランティアやサポーター 

・専門家 

・地域の人材、情報を知り生かす仕

組みがなくて困っている 

 

 

●情報の収集（集めるしくみ）と 

流通（伝えるしくみ）が不足… 

◎地域のＮＰＯ情報がわからない… 

・ＮＰＯの情報が収集されていない… 

・市民に伝えるツールがない… 

◎活動資源情報がわからない… 

・使える公共施設の一覧表 

・講座情報一元化 

・助成金情報一覧表 

・参考図書一覧表 

・関係機関の動きやニュース 

・事業機会の情報 

◎補助金・助成金などが縦割りで… 

・情報が一元化されてない… 

・無駄が多い？成果が少ない？ 

◎ 

 

 

 

 

公共施設・設備に関する問題で… 

→市民の参加への阻害 

●場所・施設の不備・不足 

◎日常の活動に使う施設が足りない 

◎交流スペースの不備・不足で… 

・自由に仲間同志が集まれない… 

・気がねなく集い活動できない… 

◎核施設や拠点施設で… 

・市民活動を行う核施設がない 

（0906 市民活動センター開設） 

・地域活動の場所がない 

・まちづくりの地域拠点がない 

・重複施設、必要な施設が無い 

●場所・施設の活用 

◎運用ルールが不透明、バラバラ、

不適切で… 

・施設により、窓口対応が違う 

（部屋が借りられる⇔借りられない） 

（印刷機ＯＫ⇔使用不可） 

・団体登録ワンストップ機能がない… 

・子供連れだと活動できない所が多

い 

（飲食の禁止、バリアフリー） 

・公共施設、入場料をもらうと営利活

動あつかい？入場料制限あり 

・物販ができない、制約が大きい 

・施設にチラシが置けない…、置くた

めのルールが… 

●拠点施設のソフト機能が… 

・拠点施設としての機能をはたしてい

ない 

◎専門性の不足 

◎事業費の不足 

行
政
施
策
に
関
す
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

民
間
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す
る
こ
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●シェアリングシステムの提供 

・物品・機材のシェアリング 

・オフィスのシェアリング 

●地域の NPO 情報の収集 

◎基本情報、活動情報の収集 

◎団体の抱える課題の把握 

●地域のニーズの情報収集 

◎地域ニーズを NPO に伝える 

●情報交換・交流→ネットワーキング

を生むしかけやしくみ 

◎分野を越えたネットワークや交流

がない… 

・他の分野の団体とネットワーキング

すれば必要な支援を提供できるか

も… 

 

◎分野やテーマ別のネットワークや

交流がない… 

・勉強会の開催 

 

●活動相談 

・ 

・経験者への紹介→相談 

・ 

●企業セクターとの出会いの場 

・ 

●マネジメント研修 

◎理事会研修 

・中長期戦略の立案 

・事務局長・事務局の業績評価 

・資金調達（ファンドレイジング） 

 

●スタッフ研修 

 

 

 

●経営相談 

 

 

 

●地域人材の紹介 

 

●コーディネート機能が不足… 

◎団体への声掛けや助言、コーディ

ネートするセンター的な組織 

 

●◎資金の仲介がなくて… 

・NPO のためのファンド（基金） 

 

●物品提供の仲介がなくて… 

 

 

●調査・研究 

●政策提言 

●市民参画・協働型の自治体 

経営支援 

 

 


